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 研究実績の概要

本年度は、脈波のみから血圧を推定する「カフレス血圧計の開発」と「深部体温センサの小型化の
検討」を行った。以下に詳細を示す。
「カフレス血圧計の開発」
脈波のみの情報から血圧を推定する方法に関する研究を行った。運動時の脈波信号から血圧の推定
を行う際に、推定に用いる脈波に体動などのノイズが混入しているため、推定値を算出する際の誤
差となる。そこで算出に用いる脈波の信号品質の評価指標として、歪度信号品質指数(SSQI)を用い
たる方法を提案した。SSQIを用いて信号品質の悪い脈波信号を除去し、LSTMを用いた深層学習で推
定した血圧を、連続血圧計で測定した血圧と比較した。。運動時の血圧推定の結果、平均誤差
0.32mmHg、標準偏差7.76mmHgで精度よく計測できることが示された。
「深部体温センサの小型化の検討」
センサの小型化するにあたり、ヒートプレートと恒温恒湿器を用いた深部体温の精度検証装置の開
発を行った。深部体温計は頭部に装着し計測を行うため、精度検証装置も頭部を模擬した構造に
なっている。頭部内の深部体温を模擬するヒートプレートにサーミスタを装着し、頭部の骨や皮膚
を模擬した石膏プレートを介して深部体温計のプローブを設置する構造となっている。開発した精
度検証装置を用い、石膏プレートの厚みを変えた際の深部体温計の測定精度の影響を検証した。検
証の結果、双熱流法を用いた計測方法の場合、石膏プレートの厚みにより測定精度が異なり、外気
温度が低いほど、深部体温の推定値が低いことが分かった。
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